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本資料は当社グループの企業情報などの提供の為に作成されたものであり、国内外を問わず、当社の発行す
る株式その他有価証券への勧誘を構成するものではありません。

本資料に記載される業界、市場動向又は経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に基づ
いて作成しているものであり、弊社はその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するものではなく、
また、弊社はその内容を更新する義務を負うものでもありません。

また、本資料に記載される弊社グループの計画、見通し、見積り、予測、予想その他の将来情報については、
現時点における弊社の判断又は考えにすぎず、実際の弊社グループの経営成績、財政状態その他の結果は、
国内外のエネルギー政策、法令、制度、市場等の動向、弊社グループの事業に必要な許認可の状況、土地
や発電設備等の取得・開発の成否、天候、気候、自然環境等の変動等により、本資料記載の内容又はそ
こから推測される内容と大きく異なることがあります。

将来見通しに関する注意事項

本資料に関するお問い合わせ先

イーレックス株式会社 IR広報部

Mail: ir.info@erex.co.jp



Copyright© eREX Co.,Ltd. All,rights,reserved. 2

決算概要
～2023.3期 第3四半期～
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(単位：億円)
‘22.3期

第1～第３四半期累計
(実績)

‘23.3期
第1～第３四半期累計

(実績)

‘23.3期
通期

(計画)
対前年同期

増減率
通期計画
進捗率

売上高 1,509 2,217 2,056 46.9% 107.8％

EBITDA* 150 160 － 7.0％ －

営業利益 79 143 149 80.7% 96.3%

経常利益 107 111 147 3.7% 75.9%

純利益* 79 注59 80 △24.9% 74.2%

*親会社株主に帰属する当期純利益

2023.3期 第3四半期実績(2022年4月~12月）

*EBITDA… 税金等調整前当期純利益+支払利息+減価償却費+工事負担金償却等

注記：前年対比で法人税は増額(前年は繰越欠損金により法人税減額)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【1Q～3Q計画】
売上：1,505億円　＋46.9％
営業利益：76億円　＋80.2％
経常利益：73億円　＋43.8％
純利益：34億円　＋64.7％

【純利益減少要因】
繰越欠損金(前期の節税額) 累計：6億円　３Qのみ：3.5億円
法人税　前期：24億円　今期：36億円(今期増えた主な要因：)
少持　前期：5億円　今期：14億円(今期増えた主な要因：)

【小売単価推移】
・高圧
売上　前期：13.02円　今期：21.90円
原価　前期：11.00円　今期：17.00円
差引　前期：2.00円　今期：4.90円

・低圧
売上　前期：23.21円　今期：29.50円
原価　前期：16.80円　今期：22.20円
差引　前期：6.40円　今期：7.30円

・卸売
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(単位：億円)
‘22.3期

第3四半期
(実績)

‘23.3期
第3四半期

(実績)
対前年同期

増減率

売上高 682 841 23.3%

EBITDA* 56 52 △7.0％

営業利益 25 35 37.1%

経常利益 40 36 △10.5%

純利益* 35 注14 △60.9%

*親会社株主に帰属する当期純利益

2023.3期 第3四半期実績(2022年10月~12月）

*EBITDA… 税金等調整前当期純利益+支払利息+減価償却費+工事負担金償却等

注記：前年対比で法人税は増額(前年は繰越欠損金により法人税減額)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【純利益減少要因】
繰越欠損金
法人税　前期：9.0億円　今期：10億円(今期増えた主な要因：)
少持　前期：△3.5億円　今期：10億円(今期増えた主な要因：)
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2023.3期 第3四半期ハイライト

① 資源価格の高騰に伴う電力調達コスト及び燃料調達コストの増加はあったが、
小売の利益改善や、卸売の活用により経常利益増(前年同期比＋3.7%)
• 売上高増(前年同期比＋46.9％)
• 石炭価格の想定外の高騰により糸魚川発電所は大幅に収益が悪化

③ 小売事業 高圧小売の値上げにより利益率は順調に改善
• 高圧 値上げ提案を継続中。市場連動等サービスメニューの拡充を推進
• 低圧 使用量の多い顧客をターゲットに営業展開

② 土佐発電所、佐伯発電所、豊前発電所、糸魚川発電所で定期修繕実施
• 定期修繕後は計画通り稼働中
• 土佐発電所 設備修繕により定期修繕の日数延長

※中城発電所、大船渡発電所は定期修繕未実施

④ ベトナム国でバイオマス事業を展開
• 2022年12月にハウジャンバイオマス発電所の起工式を実施
• 新設バイオマス発電所14案件（第8次電源計画(PDP8)）への提案を継続中
• バイオマス燃料の開発をスタート

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
コメント：原価増　　直接原価　56％増　前期1165億円　今期　1,819憶円
　大きな増減内訳　自社電源（佐伯・土佐）：前期　31.5億円　今期　67億円　112.6％増
　　　　　　　　　　　  相対電源　65.0％増　前期　983億　今期　1403億
　　　　　　　　　　　　石炭　　　　前期　0億　今期　74億
　JEPX価格　売り価格：24.9円　買い価格　21.1円
【小売単価推移】
・高圧
売上　前期：13.02円　今期：21.59円
原価　前期：11.00円　今期：17.00円
差引　前期：2.00円　今期：4.60円

・低圧
売上　前期：23.21円　今期：29.50円
原価　前期：16.80円　今期：22.20円
差引　前期：6.40円　今期：7.30円
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3Q
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1Q～3Q
(実績)

通期
(実績)

3Q
(実績)

1Q～3Q
(実績)

通期
(計画)

22.3期 23.3期

高圧小売
• 売上高減(同△1.3％)
• 値上により販売電力量は減少したが、販売単価は上昇

前年同期比 ＋46.9％

低圧小売
• 売上高増(同+53.5％)
• 需要家件数増 約31万件(同+3.8万件）
• 需要家件数と販売電力量は上昇。販売単価も上昇

（単位：億円）

卸売
• 卸売および市場取引を積極的に活用
• 数量は減少したが、市場高騰により売上高増

2023.3期 第3四半期（累計） 売上高

豊前発電所・中城発電所
• 他社に全量売電。計画通り稼働

売上高 2,217 億円

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
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(実績)
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(実績)

通期
(計画)

22.3期 23.3期

2023.3期 第3四半期（累計） 経常利益

前年同期比 3.7％

経常利益 111 億円

（単位：億円）

• 小売の利益率が順調に改善

• 卸売りを積極的に活用したものの、資源価格
高騰に伴う電力調達コスト及び燃料調達コスト
が増加

• 円安影響による為替差益
(外貨預金、関係会社外貨貸付金)

• ベトナム関連事業拡大、事業税等により販管費増加

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【単価】
今期：高圧19.6円、低圧27.8円、卸売(JEPX)24.9円、卸売(他社)19.5円
前期：高圧12.4円、低圧22.7円、卸売(JEPX)7.9円、卸売(他社)8.2円
前期比：高圧7.2円、低圧5.1円、卸売(JEPX)17.0円、卸売(他社)11.3円
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2023.3期 第3四半期（累計）前年対比による変動要因
 発電所の順調な稼働、外貨預金、関連会社外貨貸付金の評価替えにより為替差益の増加
 ベトナム事業展開による業務委託費及び租税公課（事業税）の増加

（単位：億円）

経常利益

(業務委託費・租税公課等)

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【百万円】
◆電力小売/電力調達
数量差異_高圧小売　▲ 2,780
価格差異_高圧小売　＋17,662
価格差異_高圧間接原価　▲ 1,508
数量差異_低圧小売　＋1,112
価格差異_低圧小売　＋6,391
価格差異_低圧間接原価　▲ 203
エネルギー市場部損益　▲ 16,020
価格差異_売上原価_自社電源　▲ 3,774

◆発電所（豊前・うるま）・燃料等損益
豊前損益　▲ 59
うるま損益　＋355
その他　＋275

◆代理店報酬、販売促進費
販管費_代理店報酬　▲ 143
販管費_販促費　▲ 54

◆その他販管費(業務委託費・システム費・事業税等)
業務委託費　＋3.1　
租税公課　＋2.82
支払手数料　＋1.98　ベトナム
システム関連費　＋1.92　
研究開発費　＋1.0
のれん　＋0.98
減価償却　0.92
合計　＋12.72

◆営業外収益等(デリバティブ取引除く)
為替差益　＋8.7
関係会社受取利息　＋0.45
業務受託収入　▲3.5
持分法　▲1.6
雑損失　▲1.6
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連結貸借対照表の概要
（単位：億円）

(単位：億円) 2022.3期
期末

2023.3期 第3四半期末

実績 増減 主な増減要因

流動資産 694 947 252 • 社債の発行及び買掛金の増加による現金及び預金の増加

固定資産 877 862 △14 • 減価償却による有形固定資産の減少
• 子会社の株式取得によるのれんの増加

資産合計 1,571 1,809 237

流動負債 429 567 137 • 仕入単価の上昇による買掛金の増加
• 追加借入による短期借入金の増加

固定負債 473 498 24 • 社債の発行による増加
• 返済による長期借入金の減少

負債合計 903 1,066 162
株主資本 498 543 45

その他の包括利益累計額 58 67 8 • 円安による為替換算調整勘定の増加
• 燃料調達の為替予約にかかる繰延ヘッジ損益の増加

非支配株主持分 111 131 20

純資産合計 668 743 74
現金及び預金 271 530 258
有利子負債 535 565 29
自己資本比率 35.5％ 33.8％ △1.7％

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
主な増減要因内訳

【流動資産】
現金及び預金の増加(四半期重利益及び仕入れ債務の増加、社債の発行) 　＋198億円
売掛金増加　＋0.6億円
IPIの貯蔵品(石炭)　4.1億円
EGM再エネ交付金の未収入金　△8.4億円
OUNEの未収消費税　△17.5億円　　等

【固定資産】
償却による減少　△10億円
のれん(IPI　＋9.3億、ティーダッシュ・イーセル・EBM　△6.8億)
デリバティブ債権　＋55億円

【流動負債】
erex電力購入量と単価、燃料仕入れ量の増加　＋54億円
OGNP電力購入量　＋10億円
IPI　＋24億円
未払金　△6億円

【その他の包括利益累計額】
前期：為替予約6,031M、金利スワップ▲187M（BNE▲288M*65%）
当期：為替予約10,371M、金利スワップ▲119M（BNE▲184M*65%）
＋44億円
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1,999
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1Q 2Q 3Q 1Q～3Q 通期

2022.3期(実績)

2023.3期(実績)

2023.3期(計画)

2023.3期 第3四半期ハイライト（高圧小売）

販売電力量 推移

 値上げ対応により販売電力量前年同期比△41.2%
 計画通り進捗

(GWh)

4,614

2,563
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228 
316 297 
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1,212 

286 
402 327 

1,015 

295 

405 353

1,054 

1,448 

1Q 2Q 3Q 1Q～3Q 通期

2022.3期(実績)
2023.3期(実績)
2023.3期(計画)

2023.3期 第3四半期ハイライト（低圧小売）
 販売電力量前年同期比＋20.7%
 収益性の高い需要家中心の営業展開を実施

(GWh)

供給件数(累計) 推移販売電力量 推移

249 259 
272 

289 
313 312 308 309 312 314 317 

1Q 2Q 3Q 通期

2022.3期(実績)
2023.3期(実績)
2023.3期(計画)

(千件)

1,212

1,448

289

317
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販売電力量ランキング
 2022年9月時点の販売電力量ランキング8位

販売電力量ランキング

2022年9月
8位

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
テプコカスタマーサービスが前回4位(6月)から9位(9月)にダウン　※高圧のkWhが大幅減
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2023.3期 第3四半期 電源調達構成
 市場価格上昇局面では相対契約を増やし、下落局面では市場調達を増やすことを基本に調達
 2022.3期から継続してJEPX価格は高く推移。前年同期比(累計)＋11.9円/kWh

調達割合・JEPX価格推移 (システムプライス)

JEPX平均価格

10.3

22.2

前期比較(累計）
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ベトナム初の商用第1号基のバイオマス発電所
 ハウジャン省において20MWのバイオマス発電所建設中、2024年10月運転開始予定
 2022年12月に起工式を実施。ハウジャン省人民委員会フォア副委員長、商工省電力再生エネル

ギー局ズン局長、日本大使館廣井書記官などが出席
 EPC開始済み。コンクリート基礎工事に向けて土地整備中

事業会社名 Hau Giang Bioenergy Joint Stock Company
発電所名 ハウジャンバイオマス発電所(Hau Giang Biomass Power Plant)
建設予定地 ベトナム社会主義共和国 ハウジャン省
運転開始(予定) 2024年10月

出資会社(予定)

イーレックス（株） 51%
Power Engineering Consulting Joint Stock Company 2 10%
Son My Renewable Energy Joint Stock Company 19%
Ninh Thuan Agriculture & Renewable Energy Joint Stock 
Company 9%
その他燃料供給会社 11%

売電価格 8.47US cent/kWh (現地FIT制度による)

発電出力 20MW(年間発電量は⼀般家庭約 93,000 世帯分)

燃料 もみ殻(年間約13万ｔ)

完成予想図起工式の様子
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第4四半期以降の施策
- 脱炭素の経営戦略 -
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電力小売

 土佐発電所 2023年2月1日にFIPへ移行
 石炭火力トランジション
糸魚川発電所:バイオマス燃料の混焼試験を計画中(2023年度上期予定)
他の既設石炭火力発電所:石炭価格高騰の状況を踏まえつつ協議継続中

【引き続き注力中の脱炭素案件】
 水素事業、Non-FIT大型バイオマス発電所

国
内

 高圧は値上げを継続。低圧は収支増の対策を検討
 JEPX価格は下落傾向。相対取引・自社発電所・JEPX取引を柔軟に活用し収支の
安定化を図る

 ニューソルガムの栽培継続(ベトナム)、未利用バイオマス燃料調査(アジア諸国)
 24年完成に向けたバイオマス燃料用保管倉庫とペレット工場建設(ベトナム)

燃
料

2023.3期 第4四半期以降の施策

国
外

【アジア諸国の脱炭素化に向けて推進中の案件】
 ベトナム
ハウジャンバイオマス発電所建設中(PDP7)、新設バイオマス発電所14案（PDP8）
石炭火力トランジション

 カンボジア・台湾
水力発電所、太陽光発電所

発
電

国
内  為替予約、燃料供給長期契約等の活用による燃料調達コストの低減

国
外

トレーディング
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【参考】JEPXシステムプライス推移

中国等の電力需要減少、ヨーロッパの暖冬、日本政府による電力確保策等により、
23年3期第４四半期(2023年1月1日～2023年1月31日)のJEPXシステムプライスは下落傾向

【第1四半期平均価格】
21.3期 4.8円
22.3期 6.8円
23.3期 18.6円

【第2四半期平均価格】
21.3期 5.9円
22.3期 8.2円
23.3期 24.8円

【第3四半期平均価格】
21.3期 8.2円
22.3期 15.9円
23.3期 23.2円

【第4四半期平均価格】
21.3期 63.1円
22.3期 21.9円
23.3期 19.6円

21.3期

22.3期

23.3期

円/kWh
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バイオマス発電事業の進捗(ベトナム)
 新設バイオマス発電14案件を第8次電源計画へ織り込むための提案・検討を継続
 先行3案件のフィージビリスタディを開始し、建設に向けた準備を推進

①イェンバイ

②トゥエンクワン

⑪アンジャン１

③ホアビン

④フートー

⑤バッカン

⑥タインホア１
⑦タインホア２

⑧クァンビン

⑨ダックラック

⑩カントー

⑬ロンアン

⑭ビンフォック

⑫アンジャン２

トゥエンクワン省にて収集した木質残渣 アンジャン1用のもみ殻保管倉庫

先行3案件の近隣において、燃料開発・収集を推進中

• ビナコミンパワーホールディングスと石炭火力トランジションに向け
た覚書を締結(2022年9月)

• バイオマス混焼に向けた検討を継続中(ビナコミンパワー社保有
の6カ所の石炭火力について協議)

〈新設バイオマス発電地点⼀覧〉

石炭火力トランジション
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ニューソルガムの開発状況(ベトナム)

880 ha

候補地 状況
タイニン省  100haの栽培を実施中(1月播種)

 4月より570haまで拡大予定

ロンアン省  42haの栽培を実施中(1月播種)
 更なる拡大に向け農地調査中

フーエン省  1.3haの栽培を実施中
 来年度以降も同農地で栽培を継続し、通年の
台風影響を確認する

※耕地に作物の種子をまくこと

タイニン省（2023年1月上旬）

42 ha

1.3 ha

タイニン

ロンアン

フーエン

480 ha

ハノイ

ホーチミン

その他栽培候補地調査中

570 ha

タイニン省（播種※後2週間目）
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ENERGY RESOURCE EXCHANGE
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